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2. 「家禽」 における鳥インフルエンザ対策

3. 「ヒト」 への鳥インフルエンザウイルスの感染防止

4. 「希少鳥」 における鳥インフルエンザ対策

5. まとめ ー今シーズンの展望ー

3 2022年5⽉31⽇現在

2021－2022シーズン のH5N1およびH5N8 ウイルスの検出

野鳥および
環境検体

家禽

https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/r3_hpai_kokunai.html
https://www.env.go.jp/nature/dobutsu/bird_flu/
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2021－22年 ウイルスが野鳥によって再び広範囲に拡散

2021年末にアメリカ
大陸にも伝播

2021年から2022年に
かけて欧州で猛威

欧州流行株が
日本にも2022年

に侵入

渡り鳥の
営巣湖沼

ユーラシア各所
からウイルスが持
ち帰られた？

？
？

？

2021年9月にサ

ハリンでも同様の
ウイルスが確認

5Isoda et al., Viruses, https://doi.org/10.3390/v14102168  6

2021－2022シーズン の北海道におけるH5N1ウイルスの検出

野鳥からのウイルス検出

家禽農場における発生

(Geospatial Information Authority of Japan, https://maps.gsi.go.jp/)
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2022年5月31日現在
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2022年北⼤構内で発⾒されたカラス斃死体報告数の推移
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H5Nxウイルス 動物接種試験まとめ
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Hionoら、Vet Microbiol. 2016;182:108-15. doi: 10.1016/j.vetmic.2015.11.009. Epub 2015 Nov 17. 
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北海道での感染事例総まとめ
1．ウイルスは秋の渡りの際に既に北海道を横切って、本州に到達したのだろう。

2．ウイルスの感染は、他の⿃の捕⾷により拡がった（⾒つかった）のであろう。

3．春の渡りで、カモ類が動き、複数のウイルスが道内でさらに拡散したのであろう。

4．ウイルス株としてカラスでよく増えるウイルスであろう。

5．カラスにおける感染の急拡⼤は、気候、習性なども理解し総合的な考察が必要であろう。

6．報告地点は、あくまでも氷⼭の⼀⾓で、道内どこでも重度のウイルス汚染状態だったろう。

7．渡り⿃の動きがなくなり、ウイルスも動かなくなった。そして、カラス等も密を回避する
⽣活スタイルになり、感染は終息したのであろう。

8. エミュー、ダチョウの衛⽣管理は⼤きな課題。さらに感染しても発症までに時間を要する。

9．重度ウイルス汚染なのに家禽4例（うち近代養鶏は１件）の発⽣に留めたことは、評価すべき。11

●A/crow/Hokkaido/0103L018/2022 (H5N1)
〇A/white-tailed eagle/Hokkaido/20220426001/2022 (H5Nx)

●A/crow/Hokkaido/0102F046/2022 (H5N1)
●A/crow/Hokkaido/0103B065/2022 (H5N1)
●A/crow/Hokkaido/0103B073/2022 (H5N1)
●A/crow/Hokkaido/0102M086/2022 (H5N1)
●A/crow/Hokkaido/0102L010/2022 (H5N1)
〇A/Steller s sea eagle/Hokkaido/20220308001/2022 (H5Nx)
●A/crow/Hokkaido/0102F043/2022 (H5N1)
●A/emu/Hokkaido-Abashiri/2/2022 (H5N1)
●A/emu/Hokkaido-Abashiri/5/2022 (H5N1)

●A/Ezo red fox/Hokkaido/1/2022 (H5N1)
●A/tanuki/Hokkaido/1/2022 (H5N1)
●A/crow/Hokkaido/0101Q044/2022 (H5N1) 
●A/crow/Hokkaido/0101Q054/2022 (H5N1)
●A/crow/Hokkaido/0102L015/2022 (H5N1)
●A/crow/Hokkaido/0101Q056/2022 (H5N1)
●A/crow/Hokkaido/0101Q061/2022 (H5N1)
〇A/crow/Hokkaido/0104P073-4/2022 (H5Nx)
〇A/Stelerʼs sea eagle/Hokkaido/20220329001/2022 (H5Nx)
〇A/crow/Hokkaido/0104P073-1/2022 (H5Nx)

● A/white-tailed eagle/Hokkaido/20220210001/2022 (H5N1)
〇A/white-tailed eagle/Hokkaido/20220202001/2022 (H5Nx)
〇A/whooper swan/Iwate/0302I010/2022 (H5Nx)
〇A/crow/Hokkaido/0104P073-3/2022 (H5Nx)

●A/white-tailed eagle/Hokkaido/22-RU-WTE-2/2022 (H5N1)
●A/crow/Hokkaido/0102F048/2022 (H5N1)

A/Red fox/Estonia/TA2126820 21VIR10433-13/2021 (H5N1)
A/chicken/Kirov/63-5V/2021 (H5N1)

A/chicken/France/21P013076/2021 (H5N1)
A/chicken/Spain/622-8 22VIR2142-34/2022 (H5N1)
A/common crane/Spain/597-2 22VIR2142-15/2022 (H5N1)

A/Black-headed gull/Netherlands/1/2022 (H5N1)
A/laying hen/Moldova/68-1 22VIR638-1/2022 (H5N1)

A/swan/Germany-BW/AI00997/2022 (H5N2)
A/fox/Ireland/3866 22VIR2064-1/2022 (H5N1)
A/crow/Ireland/035624 22VIR1325-11/2021 (H5N1)
A/chicken/England/000187/2022 (H5N1)
A/chicken/Niger/22VIR1409-13/2022 (H5N1)

A/chicken/Senegal/21VIR1084-3/2021 (H5N1)
▲A/wigeon/Sakhalin/37M/2021 (H5N1)

A/white-tailed eagle/Estonia/TA2111864-2 21VIR7512-6/2021 (H5N1)
A/chicken/England/011981/2022 (H5N1)

A/western marsh harrier/Netherlands/21028606-002/2021 (H5N1)
A/whooper swan/Ireland/032444 22VIR1325-2/2021 (H5N1)

A/fox/Iowa/22-014421-001-original/2022 (H5N1)
A/fox/Wisconsin/22-013774-002-original/2022 (H5N1)
A/chicken/Delaware/22-005260-002/2022 (H5N1)
A/chicken/Missouri/22-006639-001/2022 (H5N1)
A/American wigeon/South Carolina/AH0195145/2021 (H5N1)

A/mute swan/Netherlands/20017547-002/2020 (H5N8)
A/mandarin duck/Korea/WA585/2021 (H5N1)
A/chicken/Kagoshima/21A6T/2021 (H5N1)

●A/chicken/Hokkaido-Abashiri/1/2022 (H5N1)
A/quail/Korea/H526/2021 (H5N1)

〇A/mallard/Fukushima/0702A001/2022 (H5Nx)
A/seal/Germany-SH/AI05373/2021 (H5N8)

A/mute swan/Czech Republic/3777/2021 (H5N8)
A/mallard/Georgia/DT-23072/2020 (H5N8)

A/turkey/Netherlands/21028936-001005/2021 (H5N8)
A/chicken/England/043683/2020 (H5N8)

A/seal/Germany-SH/AI05377/2021 (H5N8)
A/chicken/Omsk/0073/2020 (H5N8)
A/Herring Gull/Netherlands/1/2020 (H5N8)

A/european herring gull/Netherlands/21023937-002/2021 (H5N4)
A/mute swan/Poland/MB268/2021 (H5N8)

A/chicken/Vietnam/HU14-LB11/2021 (H5N8)
A/duck/Guangxi/S10099/2021 (H5N8)
A/wild bird/Korea/H467/2020 (H5N8)

A/Environment/Hangzhou/E1153/2021 (H5N6)
A/chicken/Kagoshima/B3T/2021 (H5N8)
A/hooded crane/Kagoshima/KU-5T/2021 (H5N8)

A/chicken/Akita/7C/2021 (H5N8)
A/wild duck/Korea/H331/2020 (H5N8)
A/black swan/Beijing/1/2021 (H5N8)
A/crane/Kagoshima/KU-93/2021 (H5N8)

A/chicken/Bulgaria/143 19VIR3315-2/2019 (H5N8)
A/northern pintail/Hokkaido/M13/2020 (H5N8)
A/duck/Korea/H548/2020 (H5N8)
A/environment/Kagoshima/KU-ngr-J2/2020 (H5N8)

A/black swan/Akita/1/2016 (H5N6)
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HA遺伝⼦の系統学的解析

2022年7⽉26⽇更新

⾚字 : 2021-2022年シーズン⽇本国内分離株

⻘字 : 2021-2022年シーズン近隣国分離株
⻩⾊ハイライト：北海道内家禽農場での発⽣例

● : 2021-2022年冬に当教室で分離・検出
〇 : 2021-2022年冬に国⽴環境研究所で検出
▲ : 2021年秋にロシアのグループがサハリンで分離

2021-2022 冬
ヨーロッパ
北アメリカ

2020-2021 冬
ヨーロッパ

2019-2020 冬
ヨーロッパ 12

Isoda et al., Viruses, https://doi.org/10.3390/v14102168 

2020-2021冬
アジア



13農林⽔産省:2021年〜2022年シーズンにおける⾼病原性⿃インフルエンザの発⽣に係る疫学調査報告書より
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高病原性
鳥インフルエンザ

ウイルス

鶏舎への
の持ち込み

長距離ウイルスを運ぶ

国内でウイルスを運ぶ

？

？ ？

日本は 「受け身」 の対策を強いられている

15

2022年春に分離されたニワトリに対する病原性評価

6週齢ニワトリ

A/crow/Hokkaido/0103B065/2022 (H5N1)
経⿐接種

16



ウイルス株名
1LD50に必要な

ウイルス量 (EID50)

LD50：50%致死量
EID50：50%発育鶏卵感染価

* のデータは農林水産省疫学調査チーム報告書
https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/r2_hpai_kokunai.html

H5亜型ウイルスの感染に必要な最少ウイルス量

Ws/Mon/3/2005 (H5N1) 10 3.0

Ck/Yam/7/2004 (H5N1) 10 3.3

Pf/HK/810/2009 (H5N1) 10 3.5

Ck/Chiba/2020 (H5N8) * 10 3.5

Ws/Hok/4/2011 (H5N1) 10 3.7

Md/Vnm/OIE-559/2011 (H5N1) 10 4.3

Bs/Akita/1/2016 (H5N6) 10 4.3

Crow/Hokkaido/B065/2022 (H5N1) 10 4.5

Ck/Kagawa/11C/2020 (H5N8)* 10 4.6

Ck/Hokkaido/002/2016 (H5N6) 10 4.7

Ck/Km/1-7/2014 (H5N8) 10 5.8

17

１０７ コ

衛生管理、消毒、着替え、

防鳥ネット、ネズミ・ハエ対策など

１０２ コ

ニワトリに感染が成立するためには1,000コ以上の
ウイルスに暴露されなければならない

農場の外 鶏舎内

実は、この農場では鳥インフルエンザは発生しない
18
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Steller's sea eagle (image)White-tailed eagle (image)

Jungle Crow

Ezo red fox 

Raccoon dog (Tanuki)

https://ja.wikipedia.org/
https://mainichi.jp/articles/20220416/k00/00m/040/086000c

illustration
20



キツネの死因の推定

脳内でのウイルス増殖による
髄膜脳炎

死亡

採食困難

上部気道でのウイルスの増殖

呼吸器から血液中への
ウイルスの侵入

ウイルス血症

脳脊髄液へのウイルスの侵入

血行性？

嗅球を介したウイルスの脳内移行

ウイルスの大脳への侵入と
嗅球からのウイルス抗原の排除

神経向性？

21

ウイルス
蛋⽩ 変異箇所

分離ウイルス

参考⽂献Fox/1 Tanuki/
1 Crow/

B065
WTE/RU2

PB2 T/I 271 A T T T T Bussey et al., J Virol, 2010

E 627 K E E E E Hatta et al., Science, 2001

D 701 N D D D D Li et al., J Virol, 2005

HA Q 226 L Q Q Q Q Rogers and Paulson, Virology, 1983

G 228 S G G G G Rogers and Paulson, Virology, 1983

哺乳動物に感染しやすい変異は見つかっていない

https://www.suntory.co.jp/eco/birds/encyclopedia/detail/1400.html
illustration https://www.irasutoya.com/

ヒト型⿃型

22

中央： https://blog.goo.ne.jp/namikazetateo/m/202104/1
右： 演者 2022年6⽉12⽇

左： https://blog.goo.ne.jp/katchgoo/e/fda97156154b5d6485d18692250bb950

ただ、野生動物におけるウイルスの継代は悩ましい、、、

23

農場の⽅も
⼗分注意
してください

24
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オジロワシ

オジロワシ 死亡個体からの鳥インフルエンザの緊急診断

発症

不顕性感染

ワクチン
接種済み

ヒトでは個の命を守るため発症を防ぐ

ヒトの世界 → 歓迎

家畜の世界 → 国まるごと汚染国

不顕性感染

抗ウイルス薬
予防投与

希少鳥種 →  歓迎では？

見えない
ウイルス

感染
27
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感染と同時に投薬開始

3 14 dpi

Clinical observation

4

投薬終了

0

A/black swan/Akita/1/2016 
(H5N6)        (10 CLD50)

N=8

N=8

N=8

同時投与試験

一部 安楽死して、臓器中
のウイルス確認 N=4

従来薬

新薬

20 mg/kg 反復投与

20 mg/kg 反復投与
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Twabela  et al., Viruses, 2020 
https://doi.org/10.3390/v12121407 

抗インフルエンザ薬のニワトリに対する効果
（20 mg/kg 反復投与）
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Twabela  et al., Viruses, 2020 
https://doi.org/10.3390/v12121407 

衰弱したオジロワシの保護

隔離舎での抗ウイルス薬の投与

猛禽類医学研究所（北海道釧路市） ⿑藤先⽣提供

この冬、世界初の抗ウイルス薬による治療が始まった！

隔離舎からの退院と一般舎でのリハビリ
31
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もう

2022−2023年シーズン

今冬はどうなるのか？

33

また同じシナリオが始まるか？

2021年末にアメリカ
大陸にも伝播

2021年から2022年に
かけて欧州で猛威

欧州流行株が
日本にも2022年

に侵入

渡り鳥の
営巣湖沼

ユーラシア各所
からウイルスが持
ち帰られた？

？
？

？

2021年9月にサ

ハリンでも同様の
ウイルスが確認

34Isoda et al., Viruses, https://doi.org/10.3390/v14102168 
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https://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/tori/

20E系統

20E系統

21E系統
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